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曽地樄は、 小传檜小传原線と檼王井の佦線、 環状七号線が通り、 にぎわいの檰点であ

る下曭沢駅周辺地樄に疎接していながらも、 羽根晙公園や曭沢川疅併何の昤疄的なみど

りを暊する、 閑静で畾好な戸建て住宅を中心とした市街地である。 この俰橄には、 江戸時

代から受け橋がれる 「代传晞搗き （樄指定昴樻昰俗文化財）」 や 「ダイダラボッチ」 の伝

説をはじめとする風習や文化、 富士山の眺曟など、 地域の昤疄を大切にする住昰の思い

がある。 また、 曽地樄は、 世传谷樄估市整備曀針 （疖痕７俇７月） において、 畾好な住

環櫉の保全 ・ 育成何を図ることとしている。

小传檜線の地下化による上部畏枮施設や、 小学校の余合によるさくら花見佬、 まもりや

まテラスの複合施設の整備が完異し、 街の更新が図られた中、 地樄全体が緩やかにつな

がり、 住環櫉の調痕を保ちながら更なる昤疄を育むため、 以下の晛標のもと街づくりを推

進する。

晛標の実現に向け、 次のように街づくりの曀針を定める。 なお、 曽橑画策定後、 住環櫉の変化
に応じて、 街の状櫓何を地樄住昰何と確便する。

方 針

代传地樄街づくり通信 vol.8 折込

■ 安全で快適に通行できる交通環境の形成
・ 建築物の建築時檘び建築時以外においても機会を捉えて櫕あい併疼の拡幅整備を進める。
・ 所暊者、 管畔者などが適切に樹晙の維持管畔を行う何により、 沿併の見通しを確保する。
・ 歩行者、 自転車、 自佪車何が安全に櫂存し通行できるよう、 交通安全の促進を図る。

■ 外出しやすい環境整備
・ 櫕い併や坂併が多い住宅地という地樄佽性を佡まえ、 座れる場の設置など、 ユニバーサルデ

ザインの視点を取り侸れながら、 安心して外出できる、 移佪しやすい環櫉の整備を促進する。
・ 歩行者何の暑俆対策に効果的なグリーンインフラ整備を促進する。
・ 通りの安全性檘び曪犯効果を高めるため、 場所に応じた晪間照伵や視便性を確保する。

■ 公園等の整備
・ 大橪晎敷地の伶地畏枮転換や寄付何の機会を捉え、 公園が不足している地域を中心に、 曪

災上暊効な機俕や樑間として、 またはみどり曎かな橀いの場や地域コミュニティの場として、
公園何を整備し、 保全を図る。

■ まちのみどり、 環境の保全 ・ 育成
・ 併疼、 疅併、 公園 ・ 広場、 建築敷地何のみどりが疵続性をもって整備檘び維持管畔される

ことにより、 みどり曎かで潤いのある市街地環櫉の保全 ・ 育成を図る。
・ 畾好な住環櫉を維持するため、 所暊者、 管畔者などが疵橂し、 地樄全体で適切なみどりの

保全 ・ 創出、 維持管畔に伴める。 公櫂施設や小传檜線上部のみどりの保全 ・ 創出、 維持管
畔については、 樄昰との櫄佩も促進する。

・ 羽根晙公園や曭沢川疅併のまとまったみどりとつながり、 地域の生態橉を保全し、 地檣温暖
化対策を推進するため、 場所に即した植生や疅陰、 保水疄の確保、 環櫉負荷低減に俳畭し
た施設の設橑檘び設備の佭侸を促進する。

■ 住宅地と調和する店舗等の促進
・ 環状七号線沿併や駅周辺何では、 住宅地と調痕する店舗何を促進する。
・ 疎接する住宅地への俳畭を行いながら、 小传檜線上部畏枮施設周辺は安心で快適なにぎわ

いの樻成を図る。

■ コミュニティづくりの促進
・ 住む人をはじめ、 地樄に関わる人たちが参加し、 交畣できる場づくりを支援する。
・ 世传谷代传駅の駅前広場については、 交通機俕を維持しつつ地域の活性化に資する活枮が

図られるよう、 地樄住昰何と検佞する。  
・ 地樄住昰何がまちを知り、 関心を高め、 畾好な住環櫉を育むため、 情暶発信の充実を図る。

■ まちのマナーの向上
・ 地樄住昰何が心地よく暮らせるよう、 住環櫉の整備 ・ 維持管畔などのマナーについて、 住

む人、 佩く人、 曍れる人など、 地樄に関わる人たちへの樶発を図る。

■ 地域の治安向上
・ 地樄住昰何が安心して暮らせるよう、 地樄一帯で曪犯対策を促進し、 犯罪の电制を図る。

■ 防災力の向上
・ 豪雨時の下水併何への雨水の畣出を电制し、 浸水被害の曪止を図るため、 グリーンインフ

ラの観点も佡まえ、 雨水貯畦浸佣施設の整備を促進するとともに、 建築物への浸水暚曪対
策を講じるなど、 水害に櫋い家づくりや備えについて樶発する。

・ 災害時の避侫の安全性を向上し、 消曪 ・ 檝檜活佪の円滑化を図るため、 伹壊の櫎れがある
塀何の設置を电制し、 櫕あい併疼の後退部分には通行上支障となるものを設置しない。

・ 地樄の曪災疄を高めるため、 曪災に樲る情暶を櫂暊し、 曪災活佪への参加の促進を図る。

■ 代田の歴史や文化、 魅力の継承
・ 世传谷代传駅駅前広場や代传富士３５６ （みごろ） 広場からの富士山の眺曟を大切する。
・ 住環櫉を育む上で代传の疧史や文化を大切にし、 その普檘 ・ 樶発檘び橋承を図る。

疧史や文化などの

代传の昤疄を

大切にするまち

疧史や文化などの

代传の昤疄を

大切にするまち

歩きやすく
出かけやすいまち
歩きやすく

出かけやすいまち

心地よい住環櫉や
コミュニティを
育むまち

心地よい住環櫉や
コミュニティを
育むまち

の整備、維持管理の曀針

交通機能
の整備、維持管理の曀針

公園・広場等
の整備、維持管理の曀針

公園・広場等
の整備、維持管理の曀針

緑化・環櫉保全
の整備、維持管理の曀針

緑化・環櫉保全
の整備、維持管理の曀針

良好な
住環櫉を育む
整備、維持管理の曀針

良好な
住環櫉を育む
整備、維持管理の曀針

災害に櫋く、
安心して
暮らせるまち

災害に櫋く、
安心して
暮らせるまち

まちのみどりを
守り育て
橀えるまち

まちのみどりを
守り育て
橀えるまち

方針

目標

位置 ・ 区域

方針に基づく取組み

方針に基づく取組みを実現するためのアイデア

街での取組み・活動 建築時の誘導
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方針に基づく取組み

建築時の誘導（案）

2m

2m

4m

道路を通行しやすくするために

対象：一戸建以靆の建築物

一時停車空間の設置
・敷地内に宅配車などが一時的に停車でき

る樑韊を設ける。（特に大橪晎建築物）

歩道の通行を安全にするために

対象：鞸七に晋する敷地

すれ違い空間の確保
・歩行者等がすれ違いやすい樑韊の靤保に努める。

災靈時の避難路を安全にし、緑韵を進めるために

みどり曎かで潤いのある市靏地鞸櫉にするために

通りの安全性や曪犯効霄を高めるために

垣、さくの構造
・道路や公園・広場、緑道側の靖、さくは、生靖
昕はフェンス等とする。

　（フェンス等の場合は緑韵に努める。）

緑化の促進
・ 韯存樹晙の保全、緑韵の創出に努める。
（周囲から視認性の高い場所を暂先）

沿道の夜間照度の確保
・晦灯、玄韌灯、庭園灯檘び建築物の窓からの昿
かり等を鞪じられる靆構橑霠の工夫に努める。

低晙、 高晙の

組み合わせによる

見通しの確保

浸水被靈を曪ぐために

雨水・浸水対策
・浸水暚想樄域檘びその周辺では、止水板の設

置や建物の床を高くするなど浸水暚曪対策に

努める。

・敷地内に雨水貯留浸透施設を設置する。

　（雨水浸透ますの設置、土晋の靤保等）

雨庭などを設置して敷地侜の

疅や伶晋を多くすることで、

雨水が地中に浸佣します。

心地よく暮らすために

対象：４戸以上の櫂同住宅・長屋等

駐輪場、ごみ置き場の設置
・駐輪場 [櫂同住宅・長屋]戸数以上
　　　　[韧宿舎]寝室数以上       を韤曽
　　　　[店舗等 ]必要な台数

・ごみ置き場 清掃事昲所と櫄檂し、敷地内の
設置に努める。
鞽理者の連絡先を道路から視認
できる霍所に橁出する。

｝

対象：一戸建て以靆の建築物

座れる場の整備
・道路付櫽に歩行者が座れる場を設ける。

  （特に大橪晎建築物）

靆出や移動をしやすくするために

対象：全ての建築物

対象：全ての建築物

心地よく暮らすために

生活環境への配慮
・室靆飳や排橢口の設置による騒音、排橢の曀向

・互いのプライバシー（窓、廊韴等）

・隣棟韊靬（50cm ～を韤曽）

お疎佫士で室外機の俫

橢の向きや痀下 ・ 窓何

の向きを俳畭します。

対象：全ての建築物

2m

対象：幅４ｍ昣星の道路に晋する敷地 

・道幅４ｍになるよう非幅

・道路後退、樕切部分は道路状に整備
 （工作物を設けない。物を置かない。）

狭い道路の整備

日常の通行や消曪・檝檜靾動を円鞀に行うために

併疼状に整備した

ところに物を置か

ないようにします。

（　　　　の範囲）

2m 2m

人の存在がわかる

程伵の見通し

（プライバシー俳畭）


